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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 65,266 8.7 9,437 △1.2 8,871 △1.0 5,862 6.6
23年3月期第2四半期 60,063 7.8 9,556 33.9 8,964 27.6 5,501 27.4

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 2,670百万円 （△17.9％） 23年3月期第2四半期 3,253百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 57.06 56.93
23年3月期第2四半期 53.61 53.51

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 129,942 95,400 72.9 921.80
23年3月期 130,059 94,232 71.9 910.68
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  94,731百万円 23年3月期  93,533百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 28.00 ― 32.00 60.00
24年3月期 ― 15.00
24年3月期（予想） ― 15.00 30.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 134,000 7.5 18,500 1.2 18,000 0.1 11,500 0.8 111.92



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※平成23年３月31日現在の株主に対し平成23年４月１日付をもって、普通株式１株につき２株の割合で株式分割しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期のレビューの手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表レビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業務見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
  の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関 
  する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
２．平成23年３月31日現在の株主に対し平成23年４月１日付をもって、普通株式１株につき２株の割合で株式分割しております。なお、「３．平成24年３月期の連 
  結業績予想」の１株当たり当期純利益は、当該株式分割の影響を考慮しております。 
３．決算補足資料（和英）は平成23年11月７日（月）に、当社ホームページに掲載いたします。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 102,985,216 株 23年3月期 102,923,616 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 217,636 株 23年3月期 216,616 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 102,735,979 株 23年3月期2Q 102,613,458 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響によるサプライチェーンの混乱と電力供

給不足を受けた経済活動の停滞から回復の兆しが見られたものの、資源価格の高騰や急激な円高進行など、先行き

不透明な状況となっています。欧米ではギリシャの債務危機、中東・アフリカ情勢の動向、ガソリン価格高騰によ

る消費者心理の悪化などにより、景況感が悪化するなど今後の世界経済の動向は楽観できない状況にあります。一

方、新興国では、中国における景気減速感、消費者物価の上昇など不安定な要素があるものの、総じて堅調な経済

成長が継続しています。  

医療面におきましては、国内では、公立病院改革プラン及び診療報酬改定の効果により医療機関の収益は改善に

転じています。一方、欧米先進国では医療費抑制と制度改革に取り組んでおり、米国では、無保険者の解消を目指

す医療保険改革法案に関する議論が継続されています。また、中国では、都市・農村での医療サービスの格差解消

を目指し、医療保険制度を含む医療制度改革が推進されています。 

  このような状況の下、当社グループにおきましては、主力の血球計数検査分野における最上位モデルの新製品と

して、多項目自動血球分析装置ＸＮシリーズの販売を開始しました。この製品は全地域を販売対象としており、各

国の許認可取得後に順次発売してまいります。 

   

＜参考＞地域別売上高  

  

国内販売につきましては、医療制度改革に伴う経営改善により大規模医療機関の設備投資は底堅く推移してお

り、ソリューション提案を引き続き推進した結果、大型案件の受注が好調に推移し、国内売上高は18,910百万円

（前年同期比3.0％増）となりました。 

海外販売につきましては、販売・サービス体制の強化、ソリューション提案を進めてまいりました結果、検体検

査機器及び検体検査試薬の売上が伸長し、各国現地通貨ベースでは概ね順調に推移しました。その結果、大幅な円

高の影響を補い、当社グループの海外売上高は46,355百万円（前年同期比11.1％増）、構成比71.0％（前年同期比

1.5ポイント増）となりました。 

利益面につきましては、対米ドルでの大幅な円高による為替の影響等により、四半期純利益を除き前年同期を下

回りました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は65,266百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益

は9,437百万円（前年同期比1.2％減）、経常利益は8,871百万円（前年同期比1.0％減）、四半期純利益は5,862百

万円（前年同期比6.6％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

  

  

  

  

 前第２四半期 

 連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 前年同四半期比

 （％） 金額 

（百万円） 

構成比 

（％) 

金額 

（百万円） 

構成比 

（％） 

     国                   内    18,351     30.5    18,910        29.0      103.0 

   米         州    12,815     21.3    13,453        20.6         105.0 

   欧         州    16,911     28.2    18,473        28.3         109.2 

   中         国     7,790     13.0    10,041        15.4         128.9 

   アジア・パシフィック        4,194      7.0     4,387         6.7         104.6 

   海   外   計    41,712     69.5    46,355        71.0         111.1 

     合   計    60,063       100.0    65,266       100.0         108.7 



  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 日本  

 ソリューション提案を引き続き推進したことによる大型案件の受注などにより、主力の血球計数検査分野を中

心に、凝固検査分野、尿検査分野、臨床検査情報システムが堅調に推移し、売上高は20,838百万円（前年同期比

5.5％増）となりました。 

利益面につきましては、円高の影響はありましたが、国内販売が堅調に推移したこと、また、グループ間取引

価格の見直しを含むグループへの輸出売上の伸長による売上総利益の増加等により、営業利益は5,215百万円

（前年同期比40.3％増）となりました。 

②  米州  

 米国では、直接販売・サービス体制の強化に注力し、顧客の要望を満たすソリューション提案が浸透した結

果、ＩＨＮ（統合医療ネットワーク）およびＶＩＳＮ（退役軍人病院ネットワーク）向け販売が堅調に推移しま

した。また、中南米においても経済の復調に伴い入札案件を中心に販売が好調に推移し、円高の影響による減収

要因はあったものの、売上高は12,688百万円（前年同期比2.3％増）となりました。 

 利益面につきましては、円高による影響に加え、グループ間取引価格の見直しによる原価増と販売・サービス

活動の強化に伴う販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は1,242百万円（前年同期比15.2％減）となり

ました。 

③  欧州 

直接販売・サービス活動の充実に加え、ソリューション提案によって血球計数検査分野を中心に売上が堅調に

推移し、売上高は18,382百万円（前年同期比8.8％増）となりました。 

利益面につきましては、増収効果により、販売・サービス体制の充実に伴う販売費及び一般管理費の増加を補

い、営業利益は2,702百万円（前年同期比4.4％増）となりました。 

④  中国 

血球計数検査分野、凝固検査分野、尿検査分野において検体検査機器並びに検体検査試薬の売上が大幅に伸長

し、売上高は10,041百万円（前年同期比28.9％増）となりました。 

利益面につきましては、グループ間取引価格の見直しによる原価増等を増収効果により補い、営業利益は

1,526百万円（前年同期比5.5％増）となりました。 

⑤  アジア・パシフィック  

インドにおいて血球計数検査分野を中心に売上が大幅に伸長しました。前年同期は、大型案件の受注等により

一時的に売上が高水準であったことも影響し、売上高は3,315百万円（前年同期比2.7％増）と小幅な伸びとなり

ました。  

利益面につきましては、グループ間取引価格の見直しによる原価増、販売・サービス体制整備による販売費及

び一般管理費の増加により、営業利益は82百万円（前年同期比80.2％減）となりました。 

  

  



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比べて117百万円減少し、129,942百万円とな

りました。この主な要因は、商品及び製品が1,031百万円増加、有形固定資産が1,085百万円増加しましたが、受

取手形及び売掛金が1,854百万円減少、投資その他の資産が2,074百万円減少したこと等によるものであります。

 一方、負債合計は、前連結会計年度末と比べて1,284百万円減少し、34,542百万円となりました。この主な要

因は、その他の流動負債のうち未払金が277百万円減少、未払費用が293百万円減少、前受収益が447百万円減少

したこと等によるものであります。 

 純資産合計は、前連結会計年度末と比べて1,167百万円増加し、95,400百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が4,218百万円増加しましたが、為替換算調整勘定が3,264百万円減少したこと等によるものであ

ります。また、自己資本比率は、前連結会計年度末の71.9％から1.0ポイント増加して72.9％となりました。 

②  キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より101百

万円増加し、19,017百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 営業活動の結果得られた資金は、8,219百万円（前年同期比26百万円増）となりました。この主な要因は、税

金等調整前四半期純利益が8,844百万円（前年同期比134百万円増）、減価償却費が3,565百万円（前年同期比81

百万円増）となったものの、たな卸資産の増加額が2,572百万円（前年同期は253百万円の減少）となったこと、

法人税等の支払額が3,604百万円（前年同期比448百万円増）となったこと等によるものであります。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 投資活動の結果使用した資金は、5,842百万円（前年同期比2,453百万円増）となりました。この主な要因は、

有形固定資産の取得による支出が3,138百万円（前年同期比757百万円増）となったこと及び事業譲受による支出

が1,900百万円あったこと等によるものであります。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

 財務活動の結果使用した資金は、1,573百万円（前年同期比11百万円減）となりました。この主な要因は、配

当金の支払額が1,643百万円（前年同期比54百万円増）となったこと、短期借入金の純増加額が273百万円（前年

同期比103百万円減）となったこと、その他のうちリース債務の返済による支出が340百万円（前年同期比241百

万円減）となったこと等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期通期連結業績につきましては、米ドル、ユーロが想定よりも大幅に円高で推移しており、売上高

は前回予想を下回る見込みであります。また、利益面では、原価低減に加え、販売費及び一般管理費の削減に努め

るものの、円高による影響をカバーできず営業利益は前回予想を下回る見込みであります。為替差損による営業外

損益の悪化等により、経常利益についても前回予想を下回ることが見込まれますので、通期連結業績予想数値を修

正いたしました。 

 なお、第３四半期以降の業績予想の算定にあたりましては、当初の想定為替レート「対米ドル85円、対ユーロ

115円」を、下期についてはそれぞれ「対米ドル76円、対ユーロ105円」に修正しております。 



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年６

月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22年６月

30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号 平成22年６月30日）を適用

しております。 

 第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益及び潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益は、以下のとおりであります。 

 １株当たり四半期純利益         107円23銭 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益  107円01銭  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,950 19,052

受取手形及び売掛金 32,063 30,209

有価証券 178 201

商品及び製品 14,329 15,360

仕掛品 1,733 1,683

原材料及び貯蔵品 3,748 4,110

その他 9,299 9,865

貸倒引当金 △370 △336

流動資産合計 79,931 80,147

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,232 15,676

その他（純額） 20,999 21,641

有形固定資産合計 36,231 37,317

無形固定資産   

のれん 1,830 2,650

その他 4,816 4,651

無形固定資産合計 6,646 7,302

投資その他の資産 7,250 5,175

固定資産合計 50,128 49,795

資産合計 130,059 129,942

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,574 11,793

短期借入金 310 525

未払法人税等 2,728 2,767

賞与引当金 3,277 3,167

役員賞与引当金 207 129

製品保証引当金 128 114

その他 12,764 11,968

流動負債合計 30,992 30,466

固定負債   

長期借入金 11 6

退職給付引当金 751 1,033

役員退職慰労引当金 160 160

その他 3,910 2,874

固定負債合計 4,834 4,075

負債合計 35,827 34,542



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,041 9,128

資本剰余金 13,981 14,068

利益剰余金 74,662 78,881

自己株式 △252 △255

株主資本合計 97,433 101,822

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 185 241

繰延ヘッジ損益 △13 2

為替換算調整勘定 △4,071 △7,335

その他の包括利益累計額合計 △3,899 △7,091

新株予約権 600 569

少数株主持分 98 98

純資産合計 94,232 95,400

負債純資産合計 130,059 129,942



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 60,063 65,266

売上原価 21,034 24,074

売上総利益 39,028 41,191

販売費及び一般管理費 29,472 31,754

営業利益 9,556 9,437

営業外収益   

受取利息 59 67

受取配当金 28 28

投資不動産収入 191 211

その他 138 72

営業外収益合計 418 379

営業外費用   

支払利息 54 35

持分法による投資損失 30 30

投資不動産維持費 71 49

為替差損 703 785

その他 151 43

営業外費用合計 1,010 944

経常利益 8,964 8,871

特別利益   

固定資産売却益 2 11

貸倒引当金戻入額 7 －

新株予約権戻入益 3 －

特別利益合計 13 11

特別損失   

固定資産除売却損 40 33

投資有価証券評価損 39 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 187 －

その他 － 4

特別損失合計 267 38

税金等調整前四半期純利益 8,710 8,844

法人税、住民税及び事業税 3,504 3,913

法人税等調整額 △306 △937

法人税等合計 3,197 2,976

少数株主損益調整前四半期純利益 5,512 5,868

少数株主利益 11 6

四半期純利益 5,501 5,862



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,512 5,868

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △110 56

繰延ヘッジ損益 8 16

為替換算調整勘定 △2,156 △3,270

その他の包括利益合計 △2,259 △3,198

四半期包括利益 3,253 2,670

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,247 2,670

少数株主に係る四半期包括利益 6 0



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 8,710 8,844

減価償却費 3,483 3,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 187 －

売上債権の増減額（△は増加） 123 139

たな卸資産の増減額（△は増加） 253 △2,572

仕入債務の増減額（△は減少） △72 313

その他 △1,357 1,476

小計 11,329 11,766

利息及び配当金の受取額 72 86

利息の支払額 △52 △29

法人税等の支払額 △3,156 △3,604

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,193 8,219

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,380 △3,138

無形固定資産の取得による支出 △837 △779

事業譲受による支出 － △1,900

その他 △171 △24

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,389 △5,842

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 376 273

長期借入金の返済による支出 △6 △2

配当金の支払額 △1,588 △1,643

その他 △366 △200

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,584 △1,573

現金及び現金同等物に係る換算差額 △805 △701

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,414 101

現金及び現金同等物の期首残高 13,812 18,915

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,227 19,017



 該当事項はありません。  

  

  （セグメント情報）  

   Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）      

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△77百万円には、セグメント間取引消去11百万円、棚卸資産の調整額△255百万円、

     固定資産の調整額165百万円などが含まれております。  

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

   ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 日本 米州 欧州 中国 

アジア・パ
シフィック

計 

売上高                 

外部顧客への

売上高 
19,747 12,400 16,896 7,790 3,228 60,063 － 60,063 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

17,028 1 139 3 93 17,265 △17,265 － 

計 36,775 12,401 17,035 7,793 3,321 77,328 △17,265 60,063 

セグメント利益 3,717 1,465 2,588 1,446 416 9,634 △77 9,556 



   

   Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）      

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△1,331百万円には、セグメント間取引消去36百万円、棚卸資産の調整額△1,288百 

          万円、固定資産の調整額△80百万円などが含まれております。 

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

   ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    （のれんの金額の重要な変動） 

      「日本」セグメントにおいて、平成23年４月１日付けで片倉工業株式会社の生物化学研究所とカイコを 

     用いて診断薬の原料となるタンパク質を生産する事業を譲り受けました。なお、当該事象によりのれんの 

     増加額は、当第２四半期連結累計期間においては1,405百万円であります。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 日本 米州 欧州 中国 

アジア・パ
シフィック

計 

売上高                 

外部顧客への

売上高 
20,838 12,688 18,382 10,041 3,315 65,266 － 65,266 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

20,345 1 230 2 78 20,657 △20,657 － 

計 41,183 12,690 18,612 10,044 3,393 85,923 △20,657 65,266 

セグメント利益 5,215 1,242 2,702 1,526 82 10,768 △1,331 9,437 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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